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午前10時00分開会 

○議長 横尾 武志君   

 おはようございます。会議に入ります前に、総務課長から発言の申し出がありま

す。総務課長。 

○総務課長 占部 義和君   

 おはようございます。議案の一部に修正が生じておりますので、今、皆様のお手

元に配付しておりますように、この２１年度決算書──この分厚い冊子でございま

すが、これの２１６ページの４、基金債券の表の中の備考欄、振替日が誤っており

ました。２１年６月４日というのを２２年２月２３日が正しいということが判明い

たしましたので、修正させていただきます。どうも、ご迷惑かけて申し訳ありませ

ん。 

 以上です。 

────────────・────・──────────── 

○議長 横尾 武志君   

 それでは、ただいまより会議を始めます。 

 ただいま、出席議員は１３名で会議は成立をいたします。 

 よって、ただいまから平成２２年芦屋町議会第３回定例会を開会いたします。 

 それでは、お手元に配付しております議事日程に従って、会議を進めてまいりま

す。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会期の決定について 

○議長 横尾 武志君   

 まず、日程第１、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、９月８日から２２日までの１５日間といたし

たいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ご異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会議録署名議員の指名について 

○議長 横尾 武志君   

 次に、日程第２、会議録署名議員の指名についてを議題といたします。 

 署名議員については、芦屋町議会会議規則第１２０条の規定により６番、岡議員

と７番、今井議員を指名いたしますので、よろしくお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長 横尾 武志君   

 お諮りします。日程第３、議案第６９号から、日程第２３、報告第１１号につい

て、この際一括議題として上程し、書記に議案の朗読をさせた上、町長に提案理由

の説明を求めたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ご異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 書記に議案の朗読を命じます。書記。 

〔朗 読〕 



○議長 横尾 武志君   

 以上で朗読は終わりました。 

 次に、町長に提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長 波多野茂丸君   

 皆さん、おはようございます。 

 早速でございますが、本日提案いたしております議案につきまして、提案理由を

ご説明申し上げます。 

 議案第６９号の平成２２年度芦屋町一般会計補正予算（第２号）につきましては、

歳入歳出それぞれ５,４００万円増額補正するもので、歳入の主なものといたしま

して、普通交付税や地方特例交付金、芦屋町地域活性化基盤整備基金繰入金を増額

計上しているほか、町民税や臨時財政対策債を減額いたしております。 

 歳出といたしましては、芦屋町地域活性化基盤整備基金による事業として、マリ

ンテラスあしや浴場等整備工事のための国民宿舎特別会計繰出金や歴史民俗資料館

防水改修工事を計上しているほか、まちづくり交付金事業として、総合防災マップ

作成業務委託や災害時避難所看板設置工事等を計上いたしております。 

 議案第７０号の平成２２年度芦屋町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に

つきましては、歳入では、前年度繰越金の増額を、歳出では、老人保健医療費拠出

金の増額、２１年度分の療養給付費等負担金返還金や退職者医療交付金返還金の増

額及び予備費の増額を計上いたしております。 

 議案第７１号の平成２２年度芦屋町国民宿舎特別会計補正予算（第２号）につき

ましては、歳入では、芦屋町地域活性化基盤整備基金の一部を一般会計から繰り入

れ、歳出では、基金の対象事業として、マリンテラスあしや浴場等整備工事費を計

上いたしております。 

 議案第７２号の平成２２年度芦屋町モーターボート競争事業会計補正予算（第２

号）につきましては、７月から開催しておりますモーニングレースを継続して実施

するため、収入では、開催収入を１０億２,０００万円の増額、支出では、開催費

と宣伝広告費を９億８,４６７万２,０００円増額計上いたしております。 

 議案第７３号の平成２２年度芦屋町病院事業会計補正予算（第１号）につきまし

ては、歳入では、企業債を２,９００万円借り入れ、歳出では、主に設備関係の改

修工事費を計上し、設計委託料を減額いたしております。 

 議案第７４号から第８１号までは、各会計の平成２１年度決算につきまして、地

方自治法第２３３条第３項の規定により、議会の認定をお願いするものでございま

す。内容つきましては、決算書及び施策の成果で述べておりますので、省略させて

いただきます。 

 議案第８２号から第８４号までは、各公営企業会計の平成２１年度決算につきま

して、地方公営企業法第３０条第４項の規定により、認定をお願いするものでござ

います。 

 議案第８５号の医事会計、医療システム購入契約の締結につきましては、システ

ムの導入後７年が経過し、ハードウエアの老朽化が進み、現状に応じたシステムへ

の見直しと、ハードウエアの更新が必要なため、買いかえを行い、業務の効率化を

図るものでございます。 

 議案第８６号の過疎地域自立促進計画の策定につきましては、過疎地域自立促進

特別措置法の６年間の執行期限延長に伴い、同法第６条第１項の規定に基づき、平

成２２年度から２７年度までの芦屋町の総合的、計画的な自立促進を図るための市



町村計画を策定するものでございます。 

 次に、報告案件でございます。 

 報告第９号の財団法人芦屋町開発公社の経営状況の報告につきましては、地方自

治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、報告するものでございます。 

 報告第１０号の平成２１年度芦屋町財政健全化判断比率等の報告につきましては、

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定

に基づき、健全化判断比率及び資金不足比率を報告するものでございます。 

 報告第１１号の平成２１年度芦屋町一般会計継続費精算報告につきましては、平

成２０年から実施しておりましたレジャープールスライダー改修工事について、精

算額が決定いたしましたので、地方自治法施行令第１４５条第２項の規定に基づき、

報告するものでございます。 

 以上、簡単ではありますが、提案理由のご説明を終わります。なお、詳細につき

ましては、質疑の折にご説明いたしますので、よろしくご審議くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長 横尾 武志君   

 以上で、提案理由の説明は終わりました。 

 ただいまから質疑を行います。まず、日程第３、議案第６９号についての質疑を

許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第６９号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第４、議案第７０号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第７０号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第５、議案第７１号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第７０号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第６、議案第７１号についての質疑を許します。岡議員。 

○議員 ６番 岡  夏子君   

 ６番、岡です。先ほど、町長から概略説明はございましたが、マリンテラスあし

やの浴場に関する整備工事として、６ページに２,９９２万円上がっておりますが、

これについての内容、詳しくじゃなくてもいいんですが、どのような整備工事なの

か教えてください。 

○議長 横尾 武志君   

 地域づくり課長。 

○地域づくり課長 内海 猛年君   

 それでは、６ページのマリンテラス浴場等整備工事の概要についてご説明いたし

ます。工事の内容につきましては、実施計画を踏まえまして、実施設計を行いまし

て、浴場混合水栓の取りかえ。現在、水、お湯、シャワーが別な蛇口になっており

ます。それを１本化するということで、混合水栓の取りかえ。 

 それから、風除室の建設。要するに、浴室から外の──外風呂と言いますか、露

天風呂のほうに出るところに、ドアが今、１枚しかございません。それで、１枚開



ければ、当然、風がもうすぐ入ってくるということで、風除室を設けるということ

で、ドアを１枚設置するようにいたしております。 

 それから、外風呂──要するに露天風呂といいますか、外風呂のほうに手すりを

つけまして、ご老人の方々が危険がないように、手すりを設置するようにいたして

おります。 

 それから、地下のフロア──要するに、ロビーから階段の地下におりるところの

階段、それから下のゲームコーナーとかカラオケコーナー、あの辺の一帯のフロア

の改修工事を行うようにいたしております。 

 概要につきましては、以上です。 

○議員 ６番 岡  夏子君   

 結構です。 

○議長 横尾 武志君   

 ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第７１号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第６、議案第７２号についての質疑を許します。小田議員。 

○議員 ５番 小田 武人君   

 お尋ねをいたしますが、５ページの開催収入１０億２,０００万円の積算の根拠。

例えば、１日当たり幾ら見込んでおるのか。で、１０月中旬以降３月末で、開催日

数が何日ぐらいになるのか。それと、この１日当たりの見込み額に対する根拠とい

いますか、１人当たりの購買額等々がわかりましたら、お尋ねいたします。 

 それから、宣伝広告費、看板その他の広告料ということで、１億２,０００万円。

通常考えますと、非常に大きな金額でございますけれども、競艇広告、恐らく全国

版だろうと思うんですけれども、新聞、テレビ等の広告だろうと思うんですけれど

も、その内容につきまして、わかりましたらお願いいたします。以上です。 

○議長 横尾 武志君   

 管理課長。 

○管理課長 大長光信行君   

 競艇事業会計補正の内容でございますが、まず収入の部分でございます。 

 ５ページの開催収入で、１０億２,０００万円の補正を計上いたしております。

これの積算の根拠ということでございますが、７月から実施しておりますモーニン

グレースの実績を踏まえ、今後、１０月以降引き続き継続するということで、その

実績に基づきまして、１日当たり２,０００万円の増、日数といたしましては５１

日。１０月以降、Ｇ２とＧ１のレースがありますが、これにつきましては、通常の

開催時間で行いますので、それを除く５１日分の２,０００万円ということで、この

１日当たり２,０００万円というのは、今実際に実施しております実績に基づきま

して、試算しておるということでございます。 

 それから、支出の部分でございますが、広告料で１億２,０００万円。これにつ

きましては、１号補正の折にも、このモーニングレースを実施するに当たりまして、

初の実施でございますので、これは、ねらいは電話投票の売り上げ増というのが大

きなねらいでございました。そういったことで、全国展開の広告宣伝をするという

ことで、議員が言われましたように、他地区への新聞広告というのが、大きな支出

の内容でございます。 



 これにつきまして、１０月以降継続するということに当たりまして、やはり今、

実施しているものを縮小するということはちょっとできませんので、これにつきま

しては、それ相当の費用をかけてやっていくということで、主に他地区の新聞に広

告をするというものと、その他電話投票会員向けへの周知徹底というものにも、経

費を盛り込んでおります。 

 それから、１人当たりの購買というのが出ておりましたが、今現在の電話投票の

実績でいきますと、１日当たりの平均利用者が９,０００人ちょいでございます。

それで、１人にしますと、約６,０００円弱ぐらいの購買になっております。 

 以上でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 よろしいですか。ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第７２号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第７、議案第７３号についての質疑を許します。岡議員。 

○議員 ６番 岡  夏子君   

 病院事業会計の補正予算についてですが、７ページに工事請負費、これも先ほど

説明がありましたが、この内容。病院施設の改修工事の概略の工事内容と、この企

業会計のところでわかりにくくて、もし、もう１つのところで説明をいただければ

と思うのが、企業債が２,９００万円、今度借りるというか、そういうふうになっ

ていて、改修工事は２,６００万円。そして、例えば３ページの資金計画のところ

では、いろいろ、支払い資金で建設改良費──先ほどと同じものではない建設改良

費。そういうところやら、引当金のところに３,６００万円という計上があったり

して、なかなかちょっとまだ、いまいちこの企業会計のところで。少なくとも、企

業債の２,９００万円とこの改良工事の２,６００万円、これがちょっと合致しない

ので、そこら辺も含めてお尋ねいたします。 

○議長 横尾 武志君   

 病院事務長。 

○病院事務長 小池 健二君   

 先般、当初予算で実施設計の予算をいただきまして、今回、当初予算から実施設

計を行い、工事額の算定ができましたので、今回、補正予算を計上するものでござ

います。 

 今のご質問の予算書、７ページでございますが、２,９００万円の起債と工事費

２,６５５万８,０００円が相違があるということでございますが、お手元の目で、

建設改良費は当初予算に４２７万円と、補正額、今回２,５７２万６,０００円で、

合計で２,９９６万円になります。この分が工事費になりますので、この分の４条

予算の分を今回、企業債でお願いするということで、１００万未満は切り捨ててご

ざいますので、概算になります。 

 それと、先ほど３ページで、３,６００万円の引当金のお話がございましたが、

今回、５ページをお開き願いたいんですが、下のほうに、修繕引当金より３,６０

０万円を使います、執行予定ということをしております。この中には、工事費の３,

０００万円と機械備品の修理がございます、６００万円。この分が内訳になってお

ります。 

 相対的に申しますと、今回の改修工事につきましては、経年劣化した機械設備、



電気設備、空調設備、給配水管、病棟の高架水槽、クーリングタワー等の点検の上、

取りかえ改修工事を行うものでございます。 

 以上が、工事費の総額になります。 

 以上でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第７３号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第８、議案第７４号についての質疑を許します。小田議員。 

○議員 ５番 小田 武人君   

 このたびの平成２１年度の一般会計ほかの決算の認定ということで、議案提案さ

れておりますが、この中で、３点ほどちょっとお尋ねいたします。 

 決算に当たっての実質収支の率、何％なのか。 

 それと、決算報告のこの報告書の中でも、経常収支比率、これにつきましては、

決算統計の数字ですけれども、９６.９％という数字が出ておりますが、弾力的に

乏しいということでございますので、これについては、芦屋町が──芦屋町といい

ますか、県下の収支比率の目安といいますか。現在──過去からは７５％以下が望

ましいという話があっておりましたけれども、現状ではどうなのかということと、

それから、住民１人当たりの投資的経費、これがどのくらいになっているのか。わ

かれば、隣接市町との比較で、芦屋町の置かれている状況はどうなのかということ

がわかれば、お願いいたします。 

○議長 横尾 武志君   

 財政課長。 

○財政課長 柴田 敬三君   

 実質収支比率につきましては、６.４％となっております。 

 それから、２点目のご質問の経常収支比率、２１年度決算については９６.９％

で、これについて、県下でどういう状況かということなんですが、２１年度の県下

の速報値はまだ出ておりませんので、ちなみに２０年度の県の状況をちょっと説明

することで、芦屋町の状況がどういうことかということをご理解していただきたい

と思います。 

 ２０年度の決算におきましては、県内６６団体のうちに、経常収支比率が１０

０％を超えている団体は９団体あります。芦屋町は９７.９％ということなので、

１００％超えてないということで、順位的にはこれ数字出てないんですけれども、

真ん中よりやや上、ベストテンには入ってなかったという状況です。 

 ちなみに、以前言われていたように、この経常収支比率というのは、財政の弾力

化を示す数値ですから、数字が低ければ低いほどいいと。で、以前は、７５％とか

理想的なことを言っていたんですが、今、福岡県の状況で、９０％を切っている団

体が９団体しかありません。２０年度の平均でも、９３.９％というのが県の平均

でございます。芦屋町が９７.９％のときの平均が９３.９％ということなので、今

年９６.９％になっていますが、県平均が幾らになっているかというのは、ちょっ

と今のところわかりませんが、状況的には、昨年は、平均が９３.９％というとこ

ろで、ご判断していただきたいと。それから、９０％未満はもうほとんどいないと

いうところでのご判断でいいかと思います。 



 それから、３点目の投資的経費、これは普通建設事業費ということで理解して、

数値を言わせていただきますと、芦屋町の３月末の住基人口を投資的経費、普通建

設事業で割り戻しますと、１人当たり７万９,６００円、約８万円というのが１人

当たりの数字になっております。 

 郡内の状況につきましては、ちょっと資料を取りそろえておりませんので、申し

訳ありません。芦屋町だけの状況です。 

○議長 横尾 武志君   

 ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第７４号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第９、議案第７５号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第７５号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第１０、議案第７６号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第７６号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第１１、議案第７７号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第７７号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第１２、議案第７８号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第７８号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第１３、議案第７９号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第７９号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第１４、議案第８０号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第８０号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第１５、議案第８１号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第８１号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第１６、議案第８２号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第８２号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第１７、議案第８３号についての質疑を許します。 



〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第８３号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第１８、議案第８４号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第８４号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第１９、議案第８５号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第８５号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第２０、議案第８６号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、議案第８６号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第２１、報告第９号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、報告第９号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第２２、報告第１０号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、報告第１０号についての質疑を打ち切ります。 

 次に、日程第２３、報告第１１号についての質疑を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ないようですから、報告第１１号についての質疑を打ち切ります。 

 以上で、質疑を終わります。 

 お諮りします。日程第３、議案第６９号から、日程第２０、議案第８６号までの

各議案については、別紙のとおりそれぞれの常任委員会に審査を付託したいと思い

ますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長 横尾 武志君   

 ご異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長 横尾 武志君   

 以上で、本日の議事はすべて終了いたしました。 

 本日はこれをもって散会といたします。 

 なお、一般質問の通告は、本日午後３時までとなっておりますので、よろしくお

願いします。長時間お疲れさまでした。 

午前10時35分散会 

────────────────────────────── 

 


